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小笠原諸島，母島の高マグネシア玄武岩を伴う火山岩

舟　橋　嘉　浩＊・黒　田　　　直＊＊

Haha－jimavoIcanicrocksassociatedwith

high－MgObasalts，BoninIslands

Yoshihiro FUNAHASHI＊and NaoshiKURODA＊＊

Haha－jima，thesecondlargestislandinBoninIslands，isdominatedbyEocenesubma－

rine voIcanic rocks with subordinate Eocene marine sedimentary rocks，The voIcanic

r∝ks consist of basalts，VOluminous andesites and rare dacites ofisland arc type，With

high，magneSianbasalts．

The arc voIcanic rocks have possibly been derived from high－magneSian basalts by

CryStalfractionation．Somebasaltsandandesites，however，appeartOhaveresultedfrom

theaccumulationofmaficorplagi（Xlasephenocrystsintheirhostliquids．Someandesite

mightbe a mixture ofbasalticmagmawithdaciticmagma．

All（）ftheHaha－jimavoIcanicrocksarelowinalkalisforthetotalalkalis－SiO2relation，

and txlong to theJapanese or theisland arc tholeiitic series．The high－magneSian（＞

12－＞9％MgO）basaltsfrom the Haha－jima group are very closein composition to MORB

or some high－magneSian arc basaltp

は　じ　め　に

小笠原諸島は北緯26033′－27044′，東経14206′－

14′の西太平洋上にあり，南に母島列島，その北に父

島列島と聾島列島を連ねる．島じまは始新世一中新

世の海底火山噴出物と海成堆積物から成る．母島は，

貨幣石という大型有孔虫の化石の産出で今世紀はじ

めから古生物学的に有名である．

父島・筆島列島はマントル上部に直接由来する高

MgO，高Si02の無人岩で特徴づけられ（KURODA

et al．，1978；SHIRAKIet al．，1980），母島列島は高

MgOの玄武岩と，島弧の玄武岩一安山岩－デイサ

イトを産する．近年母島列島の火山岩について，い

くつかの報告と記載がなされた（SHIRAKI et al．，

1978；黒田ほか，1981，1982，1986；池上，1983MS；

舟橋，1984MS，1986MS）．母島列島を特徴づける

火山岩は高マグネシア玄武岩と大量の安山岩である．

母島列島の，高マグネシア玄武岩は化学組成で中央

海嶺玄武岩に類似していてマントル上部に直接由来

し，島弧の玄武岩一安山岩－デイサイトは高マグネ

シア玄武岩に結びつく，と考えられる．

この研究を進めるにあたって，終始励ましていた

だいた静岡大学教授長沢敬之助先生に感謝する．山

口大学の白木敬一，愛知教育大学の浦野隼臣，両先

1988年3月22日受理

＋玉野総合コンサルタント株式会社　Tamano S8g8Consultant Co．，Ltd．，Nagoya461，Japan．

‥静岡大学理学部地球科学教室InstituteofGeosciences，SchoolofScience，Shizuoka University，Shizuoka422．
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図1　母島の地質図．

Fig．1．Geologicalmap of Haha－jima．
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生には現地と室内実験で指導していただいた．名古

屋大学の鈴木和博，榎並正樹の両先生にはEPMA

実験で指導していただいた．静岡大学の九島広行技

官は分析試料の調整に尽力した．これらの方がたに

感謝する．

地質の概略

母島はやや北西一一南東にのびる，面積21km2の細

長い島である．島の南部はかなり平坦，北（・中）部

は険しい．中部東海岸近くの乳房山（462．6m）は小笠

原諸島最高の山である．

七山酉rウlH－「引177う‡†て∵泉．Z、　イさ‡巨J十Ei富／∩ノレIll単
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と少量の堆積岩から構成されている．堆積岩は火山

岩中にはきまり，一部火山岩を覆う．火山岩は玄武

岩，安山岩，デイサイトから成り，一部で枕状溶岩

を含む溶岩，火山角礫岩，凝灰角礫岩，岩脈として

産する．安山岩が非常に優勢で，デイサイトはまれ

である．

堆積岩は火山」岩角礫を含む砂岩，石灰質砂岩，石

灰岩から成り，化石を含む．化石含有層は下位から

上位へ，ユーサン累層，沖村累層，石門累層に区分

される（氏家・松丸，1977）．ユーサン累層は御幸之

浜からユーサン海岸にかけて露出する火山岩角礫を

含む砂岩を主体にする地層で，浅海の堆積物とされ

る．沖村累層は沖村周辺で見られる石灰質砂岩で，

浮遊性有孔虫が多い公海の堆積物である．石門累層

は石門山北東の台地をつくる石灰岩で，母島の全層

序の最上部を占める．有名な大型有孔虫化石，貨幣

石はユーサン累層では多産するが，沖村累層では少

なく，石門累層では現れない．また，他の有孔虫化

石群集にも各累層で特徴がある．

ユーサン累層は中期始新世Lutetian，沖村・石門

累層はLutetian末に対比されている．いっぼう，北

村の安山岩についてK－Ar年代，4100万年の報告が

ある（KANEOKA et al”1970）．

大きな背斜が軸部を船木山東の海蝕崖に露出して

いる．背斜の軸の方向は母島の伸張方向に一致する．

この背斜に平行する，小さな背斜と向斜が東崎と南

崎付近で見られる．また北部では，北東一南西～東
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北東Ⅶ西南西の軸をもつ小さな背斜と向斜がいくつ

か繰り返し現れる．断層の多くは北東一南西の走向

をとり，島の伸長方向を切る．それらの傾斜は垂直

に近い．島の東部で見られる，北西一南東の走向を

もついくつかの断層は東に落ちている．このため，

島の北（・中）部東海岸では崩壊地形が発達している．

次に，母島を南部・北部・石門地域に分けて，そ

れぞれの地域の火山岩の層序と産状をしるす．

南部　徹標石の斑晶を含む安山岩が優勢（厚さ〉440

m）で，裏南京の海蝕崖で露出する安山岩火山角礫岩

は南部の最下部層である．岩質は下部と上部でやや

相違する．安山岩層の下部に玄武岩，デイサイト，

厚さ50～60mの砂質堆積岩がはきまる．

寺ざイ」ナイトと十r弓曳1′＼／7mの白色凝仁斎鳥越一些同ン
I l l lL′、／‾r J U l　　‾‾‾　〉ノ　ト．」　し＿Jl．サL／ノ＼／Jll／T＼／し」／ヒゴ　」一・

して，船木山から南崎まで海蝕崖に沿って連続的に

露出する．玄武岩はこの白色凝灰角礫岩層の下位と

上位で，厚さ20～30mの火山角礫岩，溶岩の層とし

て産する．裏南京，捨鉢付近では枕状溶岩が一部，

玄武岩層の下部で見られる．白色凝灰角礫岩層の上

位のワイビーチ，唐茄子海岸，ユーサン海岸の玄武

岩は石英を含む．薄い白色凝灰角礫岩層は砂質堆積

岩にもはきまる．

北部　徹懐石の斑晶を含む安山岩が優勢（厚さ〉340

m）で，岩質は南部の，上部の安山岩に類似する．椰

子浜の下部の安山岩は徹櫻石斑晶を含まない．長浜

の海岸で露出する安山岩の，溶岩と火山角礫岩・凝

灰角礫岩の互層は北部の最下部層である．少し上位

の層準に，非常に薄い堆積岩層，厚さ数mのデイサ

イトの凝灰角礫岩と火山角礫岩層，厚さ約20mの玄

武岩の溶岩・火山角礫岩・凝灰角礫岩層がはさまる．

デイサイトの層は，南部の船木山東の海蝕崖で見

られる背斜の軸部，海抜高度200mの白色凝灰角礫岩

層に対比できる，と思われる．玄武岩はデイサイト

のすぐ下位と上位に現れる．猪熊谷一長浜間で見ら

れる下位のものは枕状溶岩を含む．猪熊湾の海岸で

露出する上位のものは石英を含む．玄武岩はまた，

東台と石門山南斜面で全体の厚さ20mの溶岩，火山

角礫岩，凝灰角礫岩として安山岩層の上部にはさま

る．東台の玄武岩層は東に傾斜する．

石門　北から見ると，石門半島の西側は落差約20m

の東落ちの正断層で切られている．最下部は南部と
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北部で優勢な，轍櫻石の斑晶を含む安山岩の厚さ約

100mの火山角礫岩から成る．この安山岩の上に，厚

さ40～50mの層理をもつ凝灰質砂岩が一部不整合

でのる．最上部は石門累層の石灰岩で，巨礫から成

る礫岩が石灰岩と下位の層を区切る．石灰岩は下位

の安山岩とは直接しない．石灰岩の底部で一部，薄

い凝灰質砂岩が含まれる．

岩　石　記　載

母島の玄武岩，安山岩，デイサイトがそれぞれ2

つずつ記載される．玄武岩，安山岩，デイサイトの

EPMAで分析された斑晶斜長石，斑晶・石基斜方輝

7三1′羊江旦並二高幡7二／／∩ゑRdテ坊で　r尋1つへ　レ　hJ．†；1一ア五
′＿」」〃ユLHElヒヨノ、LE／甚F′L」）ノ′け〔L／仇〟‾I Lごく　山（1」　Lノ　V」／」ヽ」／し‘札ノ

る．

1．轍債石玄武岩（東台，溶岩：表1のBl）

概憤石斑晶（Fo89－79）は長さ2．7mm，しばしばク

ロム・スピネルの徴晶を包有し，細粒の普通輝石で

縁取られる．まれに普通輝石と連晶する．淡緑色の

変質物や鉄鉱で一部交代される．裏南京の溶岩の緻

棟石斑晶（Fo89）中のクロム・スピネルはMg／

（Mg＋Fe）＝0．38，Cr／（Cr＋Al）＝0．73を示す．このク

ロム・スピネルは，無人岩と中央海嶺玄武岩のクロ

ム・スピネルの中間の組成をもつ（白木ほか，1984）．

普通輝石斑晶は長さ～1．7mmで，集合物をつく

る．時どき砂時計構造を示し，斜長石を包有する．

ある斑晶は長さ0．8mmの，丸味をおび，不規則な形

をした斜方輝石（En65）を核として包有する．まれに

縁で連累帯するものがある．

斜長石斑晶は長さ～1．4mm，しばしば骸晶をなす．

正規・反覆累帯が見られ，かなり大きな自形結晶で

は逆累帯を示すものがある．融蝕されたものもある．

石基は緻憤石，古鋼輝石，普通輝石，鉄鉱，斜長

石から成り，間粒組織を示す．長浜の火山角礫岩（表

1のB2）はMg値72の石基ピジョン輝石を含む．ま

た，裏南京のもう一つの溶岩（表1のB7）は2Vz＝

22㌧の石基ピジョン輝石を含む．

2．石英含有轍穫石玄武岩（ワイビーチ，凝灰角礫

岩：表1のB3）

徹憤石斑晶は長さ～2．7mm，クロム・スピネルの

微晶を包有し，細粒の斜方輝石で縁取られる．

普通輝石斑晶は長さ～0．7mm．時に，長さ～0．8mm

の不規則な形をした斜方輝石を厚く包む結晶が見ら

れる．

斜長石の斑晶は長さ～3．5mm，自形で反覆累帯を

示す．丸味をおびた核と自形をなす緑から成る逆累

帯斜長石も含まれる．斜長石は時どき，概憤石，普

通輝石と集合物をつくる．

石英は0．2モード％含まれる．大きさ～0．4mm，丸

味を帯びる．周囲は内側をガラス，外側を細粒の輝

石で包まれる．再吸収・部分溶融・反応の非平衡組

織から，石英の結晶は外来結晶と見られる．よく似

た産状の逆累帯斜長石の核，普通輝石斑晶中の包有

斜方輝石，徴標石玄武岩の逆累帯普通輝石も外来結

晶，と考えられる．

石基は徹樫石，古銅輝石，普通輝石，鉄鉱，ガラ

スから成る．

3．轍債石安山岩（沖村，火山角傑岩：表1のA2）

この安山岩は母島で最も優勢な火山岩である．

概憤石斑晶は長さ～2mm，時にクロム・スピネル

を包有し，細粒の斜方輝石で縁取られる．完全に変

質して，淡緑色物質で交代される．

斑晶斜方輝石は古銅・紫蘇輝石で，長さ0．9mm，し

ばしば普通輝石と連晶し，時に普通輝石で薄く包ま

れる．南崎では，斜方輝石の斑晶を含まない安山岩

が産する．

普通輝石斑晶は長さ～2mm，しばしば斜長石を包

有する．逆累帯を示すものがある．

鉄鉱は時に微斑晶として産する．

斜長石斑晶は長さ～2．6mm，時に蜂巣状構造を示

す．時どき斜方輝石，普通輝石，鉄鉱と集合物をつ

くる．この集合物中の斜長石は正規累帯（An87－79）

し，単独の斜長石のなかには逆累帯（An56－63）する

ものが見られる．

石基は紫蘇輝石，普通輝石，鉄鉱，斜長石，ガラ

スから成り，墳間組織を示す，

4．斜方輝石・普通輝石安山岩（裏南京，自破砕溶

岩：表1のA3）

斑晶斜方輝石は古銅・紫蘇輝石で，長さ～1mm，
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A

図2　a　母島火山岩の斑晶斜長石の組成．b　母

島火山岩の斑晶・石基輝石組成（玄武岩の斜万輝石

は石基のもの）．

Fig．2．a：Composition of plaglOClase phen0－

CryStS from the voIcanic rocks of Haha・jima．

b：Composition of pyroxene phenocrysts and

groundmassorthopyroxenesfromthevoIcanic

rocks of Haha－jima．The orthopyroxenesin

basalts（solid circles）are onlyin the ground－

maSS．

微斑晶が多い．時に普通輝石で薄く包まれる．Mg値

は74に及び，かなり大きい．高Mg値の斜方輝石

は，層序ですぐ下位の緻僚石玄武岩の斜方輝石斑晶

につながる．

普通輝石斑晶は長さ～1mm，まれに砂時計構造を

示し，斜長石を包有する．

鉄鉱は時どき微斑晶として産する．しばしば斜方

輝石，普通輝石と集合物をつくる．

斜長石斑晶は長さ～2．5mm，しばしば集合する．

時に普通輝石を包有する．まれに，斜方輝石または

普通輝石と集合物をつくる．正規累帯（An93－68）す

る斜長石がある．これはすぐ下位の徹櫻石玄武岩の

10　　　　　　　20　　　　　　50　　　　　　40

mol％

b

斜長石斑晶につながる．

石基は紫蘇輝石，普通輝石，鉄鉱，斜長石，ガラ

スから成る．

5．デイサイト（西浦，凝灰角礫岩：表1のDl）

斑晶斜方輝石は紫蘇輝石で，長さ～1．2mm．時に

斜長石，鉄鉱を包有する．普通輝石で薄く包まれる．

普通輝石斑晶は長さ～0．9mm，斜長石または鉄鉱

を包有する．単独の斑晶はWo成分に乏しい．微斑

晶は時に砂時計構造を示す．

鉄鉱はまれに径0．9mmに達するが，ほとんど微斑

晶である．時に斜長石，輝石を包有する．

斜長石斑晶は長さ～2．7mm，反覆累帯し，しばし

ば集合する．まれに輝石を包有する．また斜方輝石，

普通輝石，鉄鉱と集合物をつくる．この集合物の普

通輝石は組成上，玄武岩の普通輝石に似ている．

石基は紫蘇輝石，普通輝石，鉄鉱，オリゴクレス，

ガラスから成る．

6．石英デイサイト（猪熊谷，火山角礫岩：表1のD

2）

紫蘇輝石斑晶は長さ～1．5mm，時どき普通輝石と
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表1母島火山岩の全岩化学組成．

Tablel．ChemiCalcomposition ofvoIcanicrocksfromHaha－jima・

BI B2　　　　　　B3　　　　　　B4　　　　　　B5　　　　　　B6　　　　　　B7　　　　　　B8　　　　　　AI A2

Si02

で102

A1203

Fe203

FeO

HnO

M90

CaO

a
　
　
　
　
2
　
　
　
2
　
　
　
2
　
　
　
2

N

 

K

 

P

 

H

 

H

0
2
　
　
0

5

　

　

＋

　

　

　

　

■

0

　

　

0

　

　

0

49．58　　　　49．82　　　　48，75　　　　49．98　　　　50．49　　　　49．67

0．63　　　　　0．67　　　　　0．82　　　　　0．60

17．02　　　16．19　　　16．56　　　15．17

2．97　　　　　4．99　　　　　5．55　　　　　4．58

5．54　　　　　5．53　　　　　2．88　　　　　5．53

0．22　　　　　0．18　　　　　0．17　　　　　0．16

9．87　　　　　7．08　　　　　7．58　　　　　9．37

11．26　　　12．03　　　11．55　　　11．07

2．11　　　　2．07　　　　　2．34　　　　1．87

0．71　　　　　0．64

17．65　　　14．45

6．75　　　　　5．72

2．80　　　　　2．54

0．10　　　　　0．16

5．64　　　　　8．54

11．05　　　10．79

50．96　　　　51．82

0．49　　　　　0．58

19．98　　　　14．57

3．20　　　　　4．59

5．94　　　　　4．42

0．14　　　　　0．18

6．47　　　　　9．13

9．97　　　10．80

2．33　　　　　2．41　　　　1．15　　　　1．91

0．33　　　　　0．23　　　　　0．33　　　　　0．38　　　　　0．21　　　　0．48　　　　　0．08　　　　　0．27

▲

H

）

　

　

　

0

　

　

　

2

▲

U

　

　

　

4

　

　

　

3

人

U

 

O

 

O

■U0　　　0　　　4

n
U
　
　
　
1
　
　
　
4

人

U

　

　

　

1

　

　

　

0

0．16　　　　　0．06　　　　　0．09　　　　　0．22　　　　　0．05　　　　　0．09

1．88　　　　　0．60　　　　1．02　　　　　2．38　　　　　0．89　　　　1．16

54．61　　　　54．12

0．79　　　　　0．79

20．00　　　　17．16

3．71　　　　4．17

4．56　　　　　4≠12

0．14　　　　　0．16

2．48　　　　　4．52

9．11　　　　9．42

3．21　　　　2．97

0．68　　　　　0．67

0，15　　　　　0．12

0．85　　　　1．02

1．02　　　　0．44　　　　1．54　　　　1．60　　　　0．46　　　　0．64　　　　0．20　　　　0．28

99．81　　100．16　　100．49

4．2　　　　　　3．3

99．49

AS A6　　　　　　A7　　　　　　A8　　　　　　A9　　　　　　DI D2

Si02

でiO2

A1203

Fe203

FeO

HnO

H冒O

CaO

0

　

　

　

　

　

　

　

5

　

　

＋

　

　

－

2
　
　
0
　
　
0
　
　
　
0
　
　
0

a

　

　

　

　

つ

‘

　

　

2

　

　

　

2

　

　

　

2

N

 

K

 

p

 

H

 

H

55．60　　　　55．58　　　　55．31　　　55．76　　　　56．05　　　　56．31

0．92　　　　　0．61　　　　0．55　　　　　0．71　　　　0．67　　　　　0．65

18．46　　　　15．78　　　　15．44　　　　16．22　　　　16．36　　　　15．51

4．62　　　　　3．39　　　　　3．01　　　　　5．88

4．18　　　　　5．36　　　　　4．83　　　　　2．65

0．15　　　　　0．16　　　　　0．16　　　　　0．26

2．86　　　　　5．38　　　　　7．02　　　　　4．57

8．42　　　　　9．90　　　　　9．70　　　　　8．89

3．24　　　　　2．41　　　　2．33　　　　　3．14

0．85　　　　　0．49　　　　　0．51　　　　0．84

0．15　　　　　0．08　　　　　0．06　　　　　0．11

5．66　　　　　4．12

3．42　　　　　4．33

0．15　　　　　0．15

55．17　　　　60．92　　　　62．21

0．70　　　　0．62　　　　　0．56

17．97　　　　15．99　　　　17．03

6．00　　　　4．73　　　　　4．67

2．54　　　　1．77　　　　　0．74

0．12　　　　　0．14　　　　　0．04

4．21　　　　4．88　　　　3．55　　　　2．88　　　　1．76

8．61　　　　9，08　　　　7．23　　　　5．75　　　　6．37

2．92　　　　　2．91

0．86　　　　　0．75

0．12　　　　　0．09

0．56　　　　1．21　　　　0．60　　　　0．66　　　　0．86　　　　1．30

0．22　　　　　0．26　　　　　0．18　　　　　0．48　　　　　0．28　　　　　0．26

3．08　　　　　3．21　　　　3．60

0．30　　　　1．06　　　　1．34

0．08　　　　0．12　　　　0．07

1．60　　　　2．01　　　　1．08

1．12　　　　　0．86　　　　　0．78

Total

Rb（ppm）

100．23　　100．61　　　99．70　　100．17　　100．17　　100．34

14．4

99．46　　　100．06　　　100．25

10．7

玄武岩　Bl東台（池上，1983MS），B2長浜，B3ワイビーチ，B4石門山南，B5椰子

浜，B6ユーサン海岸，B7裏南京（黒田ほか，1981の表3－2の3C），B8措鉢付近．

安山岩　Al椰子浜，A2沖村，A3裏南京，A4北村，A5ユーサン海岸，A6煽幅谷，A7

堺ケ岳，A8長浜，A9両崎．

デイサイト　Dl西浦北東，D2猪熊谷南（池上，1983MS）．
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連晶する．一部変質して，緑泥石，鉄鉱で交代され

る．

普通輝石斑晶は長さ～1mm．時に斜長石，鉄鉱を

包有する．一部緑泥石，鉄鉱で変質交代される．

斜長石斑晶は長さ～3mm，しばしば集合する．蜂

巣状の核をもつものがある．破砕が目立つ．

石英斑晶は大きさ～1．9mm，まれに斜長石を包

有する．

石基は紫蘇輝石，普通輝石，鉄鉱，オリゴクレス，

石英，トリディマイト，クリストパル石，ガラスか

ら成る．径2mm大の安山岩外来岩片がいくらか包

有される．
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全岩化学組成

玄武岩6つ，安山岩9つ，デイサイト1つが分析

された．これらの分析値は，3つの既知資料（玄武岩

2つと石英デイサイト1つ）と共に表1に示してあ

る．図3では，母島とその付属島の火山岩の既知資

料も加えてある（黒田ほか，1981，1982；池上，

1983MS；KURODA et al．，1983）．

SiO2含有量は無水で，49．77％（表1のBl）－63．

23％（表1のD2）の範囲にある．

図3で示すようにSiOZの増加と共に，CaO，全

FeO，MgOは減少する．全FeOは，玄武岩と安山岩

でそれほど変化しないが，デイサイトでは減少する．

MgO％
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図3　母島列島火山岩の酸化物－SiO2変化図．

記号はMDを除いて，表1に同じ．MD：向島の玄武岩岩′脈（表2の3）．

Fig．3．VariationdiagramsforoxidestoSiO20fthevoIcanicrocksoftheHaha－jimagroup・

SymboIsarethe same asinTablel．
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MgOは玄武岩と安山岩でかなり分散する．Na20と

K20はしだいに増加する．

TiO2，P205，MnOは少ない．Si02が増えても，

Ti02はほとんど変化しない．P205とMnOは分散

す右が，それほど変化しないように見える．

A1203の分散は著しい．玄武岩と安山岩のAl203

含有量の変化幅は5％を越す．A1203含有量が20％

に及ぶ玄武岩と安山岩もある．

A1203とMgOの変化

図3の酸化物－SiO2変化図が示すように，母島

の火山岩は玄武岩マグマの分別結晶作用で生成した，

と考えられるi　しかしMg0－7A1203－SiO2変化図

中の点の分散は，母島列島火山岩の生成過程が決し

●Al

●●A3

●

●　　　　　　　　　　●
●　　●　●MD

●A5　●B4　●

●B6

●B8

●　●　B1

83

斜長石斑晶　モード％

図4　母島列島火山岩のA120。一斜長石斑晶モー

ド％関係．

記号は図3に同じ．

Fig・4・A1203－mOdal％of plagioclase pheno－

CryStS diagram for the voIcanic rocks of the

Hahajima group．SymboIs are the same as

in Fig．3．

て単純でないことを示している．Si02が増すにつれ

て，MgOがかなり急に減る玄武岩と安山岩，それほ

ど減らないもの，またAl203がかなり急に増える玄

武岩と安山岩，A1203が減る玄武岩が見られる．

図4と5は，母島列島火山岩のA1203－斜長石斑

晶モード％とMgO－（撤棲石＋斜方輝石＋普通輝

石×1／2）または苦鉄質斑晶モード％の関係を示す．

図5では，普通輝石のCaOと（MgO＋FeO）含有量

をほぼ等しいとして，普通輝石のモード％は実際の

半分にとってある．母島列島火山岩のA1203とMgO

10 20

轍橡石＋斜方輝石＋普通輝石×‡
斑晶モード％

図5　母島列島火山岩のMgO－（徹標石＋斜方輝

石＋普通輝石×1／2）斑晶モード％関係．
記号は図4に同じ．

Fig・5・Mg0－mOde1％　of mafic phenocrysts

（01ivine＋orhtopyroxene＋augiteXl／2）diagram

forthevoIcanicrocksoftheHaha－jimagroup．

SymboIsarethesameasinFig．4．
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の含有量は，斜長石斑晶と苦鉄質斑晶の量と一般に

調和している．ただ，いくつかの火山岩は斑晶の量

に比べてA120。，MgOにより富んでいる．

図3のA1203－，MgO－SiO2関係，図4と5を照

合すると，母島の火山岩はいくつかの生成過程をも

つように見える．

はじめに，捨鉢付近の玄武岩B8は，東台の玄武岩

Blに匹敵するほどMgOに富むが，分析された火山

岩のなかではA1203に乏しいものに属する．この玄

武岩は母島列島の多くの火山岩と調和する．その苦

鉄質斑晶の量は極めて多く，斜長石斑晶の量は少な

い．玄武岩B8は苦鉄質斑晶の集積を示す．石門山南

の玄武岩B4もこの玄武岩と同様の過程で生成した，

と思われるi

椰子浜のA1203に富む玄武岩B5の上にのる安山

岩Alは分析された火山岩のうち，最もA1203に富

み，MgOに非常に乏しい．安山岩Alは母島列島の

多くの火山岩と調和し，その斜長石斑晶の量は非常

に多く，苦鉄質斑晶の量は著しく少ない．この安山

岩は層序で下位の玄武岩B5に成因上つながり，斜

長石斑晶の集積で生成した．裏南京の安山岩A3も

同様にして生成した，と思われる．

New Hebrides諸島Tanna島のソレアイト質玄

武岩でも，斜長石斑晶と苦鉄質斑晶の集積が見られ

る（CoULON＆MAURY，1981）．

椰子浜の玄武岩B5はA1203に富み，MgOにやや

乏しい玄武岩である．そのA1203含有量は斜長石斑

晶の量のわりには高く，MgO含有量は母島列島の

多くの火山岩と調和している．この玄武岩は，石基

すなわち残液へのAl203の漬菜を示す．東台の玄武

岩Blとワイビーチの玄武岩B3もこのたぐいの玄

武岩，と見られる．苦鉄質鉱物の分別と，少ないが

有意義の含水量につながる斜長石晶出の遅れが，残

液へのAl203の濃集を招いた（CRAWFORD et al．，

1987）．

ユーサン海岸の玄武岩B6は，かなり高いMgO

含有量を示し，苦鉄質斑晶の量のわりにはMgOに

富む．そのA1203－斜長石斑晶モード％関係は母島

列島の多くの火山岩と調和している．A1203含有量

は低い．この玄武岩は残液へのMgOの濃集を示す．

ユーサン海岸の安山岩A5は，玄武岩B6と同じ

43

層準にあり，同様に苦鉄質斑晶の量のわりには

MgOに富み，A1203には富んでいない．図3の

MgO－，A1203－SiO2関係を見ると，この安山岩は玄

武岩B6とデイサイトの中間に位置する．三者はほ

ぼ直線で結ばれる．ユーサン海岸の安山岩A5は，玄

武岩B6とデイサイトのマグマの混合で生成したか

もしれない．

ワイビーチの玄武岩B3は石英，斜方輝石，斜長石

の外来結晶を合わせて0．7モード％含み，混成作用

をうかがわせる．これらの外来結晶は，はっきりし

た非平衡組織を示すが，B3の全岩組成をそれほど左

右しなかったように見える（図3）．

母島列島の玄武岩

母島列島の火山岩はソレアイトとカルク・アルカ

リ岩の領域にまたがる．母島のB2・B5・B7を含む

5つの分化した玄武岩，Al・A3・A4・A7・A9の5

つの安山岩，D2を含む2つのデイサイトがソレアイ

トの領域に入る（表1，図6）．5つの玄武岩はSiO2

全FeO

Na20＋K20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MgO

図6　母島列島火山岩のアルカリp全FeO－MgO

図．

曲線はソレアイト系とカルク・アルカリ岩系の領

域の境界（KUNO，1950）．

Fig．6．A－F－MdiagramforthevoIcanicr∝ksof

theHaha－jimagroup．Thecurveindicatesthe

boundary between the fields of pigeonitic

（tholeiitic）andhypersthenic（calc－alkalic）rock

SeriesfromIzu卜Hakoneregion（KUNO，1950）．
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図7　母島列島火山岩のアルカリーSiOZ図．

曲線A－BとC，Dはソレアイト系，高アルミナ

玄武岩系，アルカリ岩系の領域の境界（KUNO，

1968）．

Fig．7．Alkalis－SiO2diagram for the voIcanic

rocks of the Haha－jima group．The curves

A－B and C－D define the boundaries between

thefieldsoftholeiite，high－aluminabasalt，and

alkalirock series（KUNO，1968）．

の増加と共に，MgOが減り，A1203が増える傾向を

もつ（図3）．

アルカリーSiO2関係（図7）は，図6でソレアイ

トの領域に入る12の火山岩がその他の母島列島の火

山岩と共にアルカリに乏しいことを示す．母島列島

の火山岩はすべて，JAKE芭＆GILL（1970）の島弧ソ

レアイト系に似た，日本のソレアイト系に属する．

母島の玄武岩B2・B4・B8，安山岩A8，デイサイ

トDlのRb含有量は玄武岩で3．3－5．Oppm，安山

岩で14・4ppm，デイサイトで10・7ppmである（表

1）．K／Rb比は玄武岩で380－820，安山岩で430，

デイサイトで820である．これらの値を，浦野ほか

（1980）が示した母島火山岩のRb含有量とK／Rb比，

2つの玄武岩で0．9ppm，1610－1850，2つの安山

岩で5．6－6．3ppm，1020－1090，1つのデイサイト

で9．Oppm，780と比べると，玄武岩と安山岩のRb

含有量はかなり高く，K／Rb比はかなり低い．

JAKE昌＆WHITE（1972）は島弧ソレアイト系の

Rb含有量とK／Rb比の平均値を玄武岩で5ppm，

1000，安山岩で6ppm，890，デイサイトで15ppm，

870とし，カルク・アルカリ岩系のそれらを玄武岩で

10ppm，340，安山岩で30ppm，430，デイサイトで

表2　母島列島の高マグネシア玄武岩と中央海嶺玄

武岩，Witu諸島玄武岩の比較（無水）．

Table2．Comparisonin chemical composition

Of high－MgO basalts from Haha－jima group

With MORB（6：PERFIT et al．，1980；Rb from

KAY et al．，1970，HART，1971and SUN et a／：

1979）andtheWituIslandsbasalt（7：JoHNSON

＆ARCULUS，1978）（H20－freebasis）．
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1：概櫻石玄武岩溶岩，母島東台（表1のBl）．

2：概標石玄武岩角礫岩，母島石門山南（表1の

B4）．3：徹樫石玄武岩岩脈，向島コベベ浜（図3，

4，5のMD；KURODAetal．．1983）．4：轍債石玄

武岩角礫岩，向島コベベ浜（KURODAetal．，1983）．
5：徹僚石玄武岩枕状溶岩，平島豆腐石鼻西（黒田

ほか，1986）．6：4つの初生中央海嶺玄武岩の

平均値（PERFITet al．，1980）；Rb値はKAY et al．

（1970），HART（1971），SUN et al．（1979）による．

7：MUW棟櫻石ソルアイト，Witu諸島，ビスマ

Jt／ク海（JoHNSON＆ARCULUS，1978）．

45ppm，380としている．これらの値から見ると，母

島の火山岩はどちらかと言えばカルク・アルカリ岩

系より島弧ソレアイト系に近い．GAST（1965）によ

ると，海洋性ソレアイト質玄武岩のRb含有量は0．

35－9．5PPm，K／Rb比は475－1830とされ，母島玄

武岩はほぽこの範囲に収まる．

東台の徹櫻石玄武岩（表1のBl）はFo89に達す

る轍憤石斑晶を含み，母島の火山岩で最もMgOに

富み，Fo成分に富むノルム徴憤石を産する．この玄

武岩の全岩化学組成は初生的な中央海嶺玄武岩の平

均組成によく似ている（表2；PERFIT et al．，1980）．

東台の玄武岩は，中央海嶺玄武岩に比べてTiO2，
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CaOにわずかに乏しく，アルカリ，SiO2，A1203にわ

ずかに富む．

母島南西沖の向島で岩脈，角礫岩として，母島南

沖の平島で枕状溶岩として露出する徹櫻石玄武岩は，

母島東台のものより高いMgO含有量をもつ（表

2；黒田ほか，1986）．向島の徴櫻石玄武岩岩脈は無

水で12％を越すMgOを含み，非常に未分化の玄武

岩である．この玄武岩（図3－5のMD）は苦鉄質斑

晶をかなり含むが，MgOは残液に濃集したように

見える．この玄武岩はビスマルク海WITU諸島の轍

憺石ソレアイトに酷似する（KURODAeta仁1983）．

ほとんどすべての島弧ソレアイト質玄武岩は，緻

礫岩と平衡なほどMgO，Ni，Crに富んでいない（た

ヤクばTAlくFミ＆CHI1q7nlのてて＿　苔鈷酉物権守の爽
－　′、‾　い‾、・J　▲　▲▲▲■】　）　　、■一｝　、J　‾▲J　▲JI　」し－ノ　t、′／　▼　ノ　　、■　T LJ Jb′＼′巨‾くl／J　ケく、′ノ1′LJ

融物としばしば考えられてきた．しかし，東台玄武

岩でのFo89緻樫石斑晶の存在と，高MgO玄武岩

と大量の安山岩の共存は，母島列島のソレアイト質

火山岩が中央海嶺玄武岩を生成したものに似た超塩

基性物質に由来したことを示す．最近CRAWFORD

d扉．（1987）は，海洋内島弧のほとんどの溶岩は10

％以上のMgOを含む本源マグマに由来することを

示している．
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